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技術士　第二次試験　模擬答案用紙

１．現状の整理

· 軟弱地盤上に道路盛土（盛土高８ｍ）路線が新たに計画されている。

· 予想全沈下量は道路中央で2.0ｍ程度である。
· 地盤の圧密度90％以上の場合、所定の円弧すべり安全率を満足している。
· 地盤は粘土で、以下のような性状である。
含水比Ｗ＝80％
Ｎ値０～１回
圧密係数cv＝150cm2/day
層厚Ｈ＝12ｍ

２．課題の抽出と整理
(Ａ)残留沈下20cmの確保

　１年後許容残留沈下量20cmは全沈下量200cmの10％にあたる。すなわち、１年間で圧密度90％の沈下終息が必要である。

（Ｂ）盛土の安定確保

　圧密度90％未満では盛土の安定が確保できない。よって、盛土の安定確保のための方策が必要である。

３．解決策

(Ａ)残留沈下20cmの確保

主な問題が沈下であるため、一般的に安価である沈下促進工法を優先的に検討し、対応困難な場合に沈下抑止工法を検討する。

また、盛土の安定については、沈下促進工法の補助工法として必要な場合に検討する。盛土あるいは盛土直下の問題であるため、表層処理工法あるいは盛土補強工法にて対応可能と見込まれる。なお、沈下抑止工法を採用した場合は、盛土の安定は同時に確保できると見込まれるため、盛土安定のための工法は特段検討しない。

工法検討フロー　　

1 沈下促進工法
１年後の許容残留沈下量が20cmであることから、１年間で圧密度90％の沈下促進が必要である。
無対策の場合、
　ｔ＝0.848d2/cv
　ｄ＝Ｈ/2=600cm
　cv＝150cm2/dayより
　t=2000日
であるが、これを365日に短縮することが必要となる。具体的な工法としては、
　ａ．バーチカルドレーン工法
　ｂ．載荷重工法
があげられるが、盛土安定確保のため盛土荷重を増加させないaを優先的に検討し、ａで不十分な場合にｂを併用する。

＜試算＞

ｔ＝365を満たすｄを算出する。

ｄ＝（365×cv/0.848）0.5＝254cm

よって、バーチカルドレーンの場合、２ｄ＝500cmピッチのドレーン間隔で施工すれば、載荷重工法の併用なしでも１年で圧密度90％が可能である。

2 沈下抑止工法
地中に支持構造物を構築して沈下を抑止するものである。
　a.ＳＣＰ（サンドコンパクションパイル）工法
　　ドレーン効果による沈下促進も期待できる。
　b.深層混合処理工法

（Ｂ）盛土の安定確保
以下のような工法が考えられる。
1 表層処理工法
浅層混合処理工法

2 盛土補強工法
ジオテキスタイル等

―以上―







フローや図は積極的に使う。





このあたりは、思い切って問題文を引用転記するという手もある。さらに図を転記してもいい。










